
収斂進化する建築

- 環境畏敬による適応と生存 -

人類は自然という厳しい環境を克服するために〝科学〟を発展させてきた。 しかし、 その力は近年核エネルギー問題などでも浮き彫りになったように〝生

態系サイクル〟から逸脱したものとなり、 人類の生息する生態系をも脅かしている。 人類は即時にこの破壊行為を停止しなくてはならない。 そして生態系

への帰属力を高めた暮らしを営む必要がある。 建築は我々が自然と共存するための媒介であり、 その厳しさからある程度の距離をとり居場所を隔て設える

ことで居心地や安全を確保している。 昨今は空調技術等の発展により地球上の多くの地域で生活環境管理は保証されているが、 技術の持ち込めない辺

境地では未だに昔からの知恵をこらした環境型住宅が存在し、 人々は豊かに暮らしている。 二次エネルギーで生活を営むことがイデオロギーである現代に

おいて、 環境（微地形や微気候） と共存し、 場所そのものに根差す居住空間とはどのようなものだろうか。 本計画では、 千葉県南房総市鋸南町の採

石場跡地に作る住宅地において住まいを計画する。 人の手が介入し生態系の継続がリセットされた場所において、 再び人間の手が加わり再生・ 没入を

試みることのできる採石場跡地を選定した。 植物の遷移とともに建築が森によって機能を担保され、 従来の都市インフラの環境設備的分野から離脱を図

る進化の過程を幾つかの現象のフェーズとともに設計する。 二次エネルギーの使用を余儀なくされている人類が現代の日常の生活水準に求められる環境

性能を担保させることは極めて難しい。そこで、現地に生存する生物の環境順応方法をリサーチし建築に反映させる。これを建築の収斂進化と定義づける。
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植生の遷移、 家族の世代交代、 建築の更新とともに失う文化の存続性について時間軸

と触媒関係から考察した。 図 A はこれを時間軸で等価に見たものである。 現代の住居にお

ける設備等の内皮は、 外殻を作る架構と比較すると 1/2 以下で 30 年の寿命になっている。

これにより住居性能は低下してしまうため、 躯体寿命は残っていても継承されない。 住居は生

活を決定づける。 内皮による環境からの離脱は、 土地からの乖離を、 家族の住居からの

乖離を生み出した。 これはかつての日本にあった茅葺を継ぐ伝統とともになくした “住居にお

ける暮らしの文化を継ぐこと” をなくした原因のひとつにもなっている。 家族形態は約 30 年ス

パンで次世代が生まれると想定すると “暮らしぶり” を継ぐには少なくとも三世代 90 年を超え

る必要がある。 森林が裸地から植生が遷移して森林が形成されるまでの 20 年 （人工介入

なしの場合） は苔類地衣類期から一年草、 多年草期を通じて陽樹林期までを形成する期

間である。 これらから本計画では建築されてからの 20 年は生態系へと接続される準備期間

として設ける。 建築の内皮 ・ 設備性能は 30 年で朽ち、 躯体 （フレーム） のみが残る。

約 20 年で森林形成までの遷移プロセスが発揮されるため、 内皮性能を失った後に収斂進

化した建築は森の機能によって持続性が担保されるものとする。 森林形成とともに周辺環境

を纏った建築はインフラ依存と低スパン更新を捨て、 緩やかに生態系へと接続されていく。

B は開拓され都市部と緑地が分断されたエリアのマッピングである。 生物学上の触媒関係と

しては対象の個体数が増えるとテリトリー ( 住居 ) が増加する。 それは緑地の減退を引き起こ

す。 緑地が減退すると食糧難を引き起こし、 個体数は減る。 個体数が減ると、 テリトリーが

減り、 緑地は増える。 このようにして成り立つ状態が生態系として正とされるバランスの取り方

である。 C にあげたのは植生の遷移図である。 日本では明治神宮外苑鎮守の森が良例で

あり、 ここで挙げる phase.5-.6 区間を操作している。 今回はリセットされた Phase.0 の裸地期か

ら計画するため、 周辺植生分布から構成種を想定した。

前項を踏まえて植生の生態系サイクルが破断された土地に新たな暮らしを築くことを考えた。

植生の遷移における Phase.1 （裸地期） が発現する瞬間は、 大古より火山噴火の溶岩流

によるもの、 土砂崩れ、 津波など自然条件であった。 自然発生的でない人類の技術的

開拓行為の跡地を回復させながら暮らすことは生態系へ回帰する意義を持つ。 図 B は千

葉県の採石土砂場の跡地含むプロットであり、 赤円の直径は失われた植生表土面積に

比例している。 千葉県の房総半島内房側では、 赤土 ・ 黒木土、 凝灰質砂岩 ・ 桜目

の軽石質凝灰岩の房州石材が多く採れることから採土採石産業による開拓地跡が多く残

る。 東京湾の埋め立てにも運送距離の短くて済む千葉の土石が用いられている。 図 C の

浅間山はわずか九年の歳月でその全土石推定 200,000,000㎥を失っている。

図 A は現況植生の支配主マッピングである。 孟宗竹林や広葉樹スダジイ林などの原生林

から人による支配主決定のなされている果樹園、 水田園まで等価に可視化したものであり、

生態系の適応観点から評価している。 周辺支配主を評価することで、 対象敷地へ自然

分布する植物とその構成が想定できる。 図 B は敷地周辺の範囲で撮影し , 生息を確認し

た植物のリストである。 実際に現地に生息する種族をリサーチすることで植物の適応能力を

選定する際の指標とした。 今回は選定した敷地の微地形 / 微気候から対象とする樹種を

選定した。 図 C は選定した植物の立面と平均樹高のスケール比を表わしたものである。 収

斂進化した建築が現存の植生環境を脅かすことのないよう共存しうるスケールと形態であるこ

と、 対象シェイドプランツには影を落とすこと、 視覚的認知を考察 ・ 生成するため分析した。

図 D は選定植物の開花時期 ・ 花冠スケール ・ 花の色を考察するために作成したダイアグ

ラムである。 各建築はこれらの植物の保護色 ・ 背景として （ポリネーターの視認性を高める

ため反対色を使うことが、 人間目線では花が映え愛でることに直結するなど） 設計するため

の指標とした。 花は生活において植物を認知させる能力を持つため年間を通して花を見るこ

とができるよう考慮して空地を設ける指標とした。 樹種の多く、 （アオダモ / アオイスミレ / オ

オシマザクラなど） 開花時期は初春から夏の終わりにかけて咲くものが多い。 地域の花産

業としてはスイセンが有名であり、 12-2 月にかけて咲く。 これは地質の弱酸性の Ph と黒ボク

土の土質、 地形と比較的温暖な気候を持ち、 植物の環境適応を読み込んだ結果、 栄

えた産業である。

A前項の現地で確認できた植生種から個々の能力を分析しダイアグラム化したも

のである。 ダイアグラム生成にあたり着目する植物の能力は環境に対して変化す

る順応型のものから、 自己生存・ 子孫繁茂の仕組みなど、 時間軸に対する生

理サイクルの能力も加味する。 これらのダイアグラムを使い生成する建築空間の

主構成要素とそれを持つ植物の選定を行う。 選定にあたっては敷地の周辺環境

と構成種と計画以降に遷移の過程で繁茂すると想定される種類から、 同一能

力を持つ植物が複数種存在しているものを収斂進化的要素と見なし選定する。

B Aで選定した樹種からスケール、 日照、 風洞などをスタディし、 前章で生成

した環境順応のダイアグラムをもとにモデル化していった。 植物から引き出した環

境順応の方法に敷地の環境要素を統合して順応方法について考察することが

目的であった。

B 植物と建築はよく似ている。 彼らは動かず、 日と風と酸素を要し、 ポリネータを介し存続し、

内部エネルギー貯蓄する。 どちらも地表の生ける構造物である。

植物は 3000 万年前の酸素が充満した太古より地球と対峙し、 個々の生存環境において

収斂進化を続けたシステムを備えてきた。 建築も人類の歴史とともに現代まで進化をしてきた。

壁、 床、 窓など環境と接続 / 切断を作るシステムを国ごと環境ごとに特殊解を持ちながら

共通認識の定義を定めている。 この定義を植物の能力を用いて収斂進化させるためには、

C 環境への接続方法と D 構成構造のフラクタル原理を用いて植物の能力を建築スケール

まで落とし込むことで環境を理解することへ、 建築の収斂進化へと繋がる空間操作とする。

E 環境 （Enviroment） ではなく環境 （Ambient） には様々な要素が介在している。

それらが構成の原理 ・ 傾向を導き出す。 よって Enviroment によって現存するものを読み込むこ

とで少しだけ Ambient を理解できる。 周囲の流れの渦中に建築は作られる。

F　E を踏まえた上で日常の行動範囲を考えると Personal のエリアにはある一定の行動範囲で

緩やかな境界が作られる。 生物的テリトリーを考慮するとその範囲にはあらゆる他種が介在

する。 移動手段を持たない植物も地中数百メートルの水源を知覚し、 自分の個体遺伝子

を持つ種族を淘汰する成長の仕方は取らない。 物理的境界なく、 他種生物などによる境

界で介在する状態が最も本質的な植物的境界の作られ方である。

図 A は鋸南町の採石場跡地である。 鋸南町は 45.16k ㎡に対して 7 箇所の採土石場跡地

を抱えている。 今回敷地として選定した箇所は、 東日本大震災以降に汚染土埋め立て問

題が取り上げられた土地である。 採石跡地の湧水が直近の河川まで通っていることから、

生態系への接続性が高く、 汚染物質漏洩被害の甚大さが懸念され中止となった。 よって

跡地転用が決定されていないまま裸地の状態で保存されている。 D は敷地を海へ向かう佐

久間川の水流方向の地形断面と、 佐久間川を挟んで隣接する採石場方向に切った断面

である。 地形 ・ 地理条件の特性を評価することで、 植物の生息環境の傾向と分布を把

握するためのリサーチである。 赤線のハッチング部分は採石業によって喪失した土砂の旧地

形である。 約 224ｍの地形レベル減退が確認できる。 凝灰石灰岩系の房州石材が切り出

されていた。

A は鋸南町の採土石場周辺で採取した植物を、①花冠においての開口率と開口方向の特

性 ・ 機能的形態傾向、②花序においてポリネーターの移動傾向 ( 虫 ・ 風 ・ 水、 気流媒）

に対する配列を読むための指標であるエネルギー序列の作り方、③ポリネータから波動媒介

まで移動手段の担保の仕方、④葉序においては光合成における天空への面積の増やし方

から平面的開放率と閉鎖性の傾向、⑤陰樹 / 陽樹区分から分析したものである。

B は森の探索中に見つけた “森のルール” を写真に収めたものである。 遷移の様子から、

木々のボロノイ、 陰陽樹の明確な分布差、 外来種の繁茂、 色相 （葉緑体量） の近似、

オーキシンによる同一方向の日を向く葉面、 朽ちていく倒木と寄生する苔 ・ シダ類、 ポリネ

ーターとの関係性面積比例する面保持の葉脈構造などここからもまた環境を読み込むことが

できる。
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三 収斂進化　- 植物の環境順応方法に学ぶ -
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天候

流れ

パターン

風

雨

湧水

水源

地質

土質

日影

地形

傾斜

日出

日没
気温

光合成

湿度

水質

水

ポリネーター 動物

植物

人間

窒素

波動
天候

流れ

パターン

風

雨

上水

地下水

地盤土質

日影

地形

斜面

日照

日没
気温

太陽

湿気

水質

水

土圧

波動

森林の持つ機能 評価額(億円)
水質浄化 146,361
水質源貯留　　　　　（水源涵養林） 87,407
表面浸食防止　　　（砂防ダム換算） 282,565
表層崩壊防止　　　（土留工換算） 84,421
洪水緩和　　　　　　（治水ダム換算） 64,686
二酸化炭素吸収　（火力発電所の二酸化炭素回収装置換算） 12,391
化石燃料の代替エネルギー 2,261

680,092

農業の持つ機能 評価額(億円)
洪水防止機能（治水ダム換算） 34998
水源涵養機能（利水ダム換算） 14633
土壌浸食防止機能（砂防ダム換算） 3318
水源涵養機能（地下水・上水道の差額換算） 537
土砂崩壊防止機能 4782

58268
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Site Section 1:50k
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鋸南町
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鋸南町全域図

D

6-7 月　   8mm モ ガ シ

7-8 月　  25mm モウソウチク

12-2 月　  25mm ス イ セ ン

3-5 月    20mm コ ブ シ

9-10 月   250mm チョウセンアサガオ
6-7

6-8 月    60mm オ ニ バ ス

5-6 月 　 30mm モ ミ

4-5 月    12mm ア カ マ ツ

5-6 月 　 30mm ツ ク バ ネ

10-１月    30mm カンアオイ

7-9 月 　 20mm ナツエビネ

冬至

January

春分

 April

夏至

 July

秋分

Octover

離弁花弁

合弁花弁

壷形花冠

漏斗形花冠

菫形花冠

なでしこ形花冠

十文字形花冠

鐘形花冠

杯形花冠

唇形花冠 ( 横 )

多弁形花冠

５弁形花冠

管状形花冠

舌状形花冠

蝶形花冠

高杯形花冠

菖蒲形花冠

有距形花冠

薔薇形花冠

百合形花冠

蘭形花冠

車形花冠

左右相称花

非相称花

放射相称花

単頂花序 巻散花序 岐散花序 多出散花序 穂状花序
散房花序 散形花序

頭状花序 総状花序互散花序

拡散 集中
無限花序有限花序

複集散花序複散形花序 複総房花序 複総状花序

複合花序
ふくごうかじょ

総穂花序
そうすいかじょ

集散花序
しゅうさんかじょ

互生

対生

輪生

叢生

12 3

180°

15

4

2

3

90°

1

2

3

4

5

6

7

8

9

135°

1

2

3

4

120°

1

2

3

4

5 6

7

8

910

11

12

13

14

138.5°

1

2

3

4

5

6

144°

1

2

3

137.5°

陽樹 陰樹

対生

137.5°

十字対生

輪生

跨状二列互生

二列互生

互生

137.5°

叢生

風 水 動物 鳥 飛行虫

波動媒介 ポリネーター

イソギク フサザクラ リンボク

ハマオモト ハシバミ ダンチク タンポポ

サワフタギスイセン コブシ コブシ

クマシデ カタクリ オガタマ

イヌシデオオタマザクラ イヌザクラ フシグロセンノウ

マルバチシャノキ ヤマブキソウ

アシタバ

ヒガンマムシグサ モミ フジキ

ヒメコマツ ヒガンマムシグサ ハクウンボク

ツルアリドオシバイカウツギ ツクバネ ツガ

チドリノキ スノキリョウブ スズタケ

モウソウチク

ミツガシワ ミズアオイ モリアザミ

センニンモ

ガガブタ オニバス モウセンゴケ

チョウジタデミズオトギリ ジカバチソウ

イシモチソウ

ヤマモモ リュウキュウマメガキ ミヤマトベラ

モガシ （ホルトノキ） バリバリノキ

ハナミョウガ

バクチノキフユイチゴ ナツエビネ タイミンタチバナ

シャシャンボ コショウノキ

カラタチバナ

カゴノキクロバイ モンステラ

キダチチョウセンアサガオ

イズセンリョウ

イヌガシ ハナイカダ

クマシデキヨスミミツバ ヒカゲツツジ キヨスミギボウシ

カンアオイ

カマツカ

ウラジロノキ

ホタルブクロ

オニイタヤ イヌブナ アズキナシ

アサダ

アオハダ

カツラ

クスノキ

鋸南町山地系

水辺 ・ 湿地系

南方系

ウラジロタブノキスダジイ

シラカシ

5 移動媒介4 太陽

葉序角度の理論

Fibonacci number

　　A:　Fn＋2＝Fn＋Fn＋1 （n≧1）

　　B:　Fn＋1＝Fn－1＋Fn （n≧2）

　　C:　Fn＝Fn－2＋Fn－1 （n≧3）

Phyllotaxis : 1/2, 1/3, 2/5, 3/8, 5/13

    D:　Fn－2/Fn （n≧2）

Golden Ratio : a : b = b : (a + b)

　　E:　Fn＋1/Fn

Phyllotaxis ： D + Golden Ratio ： E ＝ Fn－2/Fn  ＋ Fn＋1/Fn

                            　　　　 ＝ (Fn－2＋Fn＋1)/Fn

    　　　                           ＝ (Fn－2＋Fn－1＋Fn)/Fn

　　           (Fn－2＋Fn－1＋Fn)/Fn　　＝(Fn＋Fn)/Fn

                    (Fn－2＋Fn＋1)/Fn　　＝(Fn＋Fn)/Fn

                           　　　Fn－2＋Fn＋1　　＝2Fn

Phyllotaxis ： D + Golden Ratio ： E ＝ 2

Phyllotaxis ： D ＝ 2-Golden Ratio ： E   

∴Best Phyllotaxis Radian ＝ (2-Golden Ratio ) ×360°

                            ＝ (2-1.618 ) ×360°

                            ＝ 137.52°
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C

夜間の風洞形態

重力方向から離脱するプロセス衝撃を回避する有孔葉

葉脈による架構システム

葉面対流による Co2 移動衝撃を回避する裂葉

衝撃を緩衝する葉縁

浸透する密集

他種に寄生し上昇する 地面に沿い茎折を回避する 気根　（吸着 / 吸水）

這形態の覆い

枯継 - 素材継承

生産と消費

突出接続 （風） 直線花序

垂直寄生 （螺旋）

環境接合 （螺旋）少部材で大体積をとる

応力分散 （ヒガンマムシグサ）

吊り型寄生

受粉の風洞形態

貫通 短縮と結合 （ハナイカダ）

植樹型寄生 （セッコク）

木部樹皮断裂による防護膜の更新

吸血葉部 （イシモチソウ）

内部螺旋 ( 均質化 )

日向稼働

Auxin

雨を受け流す形態 無弁直萼 地表風 （カンアオイ）

線密度キャノピー

水生植物による保護膜層の水代替120 年毎開花 ・ 枯 / 自己再生 ( スズタケ ) 成長の効率化 ( スズタケ )

土着からの離脱 （ネナシカズラ）

密集は歩行による受粉を生む 三層構造 ： 表皮系 三層構造 ： 維管束系 三層構造 ： 基本組織系

表裏一体置換

ethylene-C2H4

表皮系

気孔 ： 換気クチクラ ： 保護膜

根毛 ： 接種

維管束系

道管 ： 水道

師管 ： 熱

基本組織系

柵状組織 ： 窓

海綿体組織 ： 換気

Core

Hard Ambience

外部環境に有効な保護形状配列

遷移 - 建替

浮体構造 （オニバス）

空隙の海綿体組織 直進と屈折の二層構造葉序と方角的栄養値の分散

石積　ルーバー環境適合配列

架構

時間帯によってプランに変化　光風

内外環境をインフラパイプ化

時間 ・ ふるまい配列プラン 土着性能ボリュームの溶け込みツリー階段架構 ・ 家具

気泡を使い大気中に散布

流動に重なるライン

ふるまいの合致

爆散空調 ・ 開口

内部空気接続受粉プロムナード 自形態風誘発

架構増築大面材の環境抵抗軽量化 大面材の環境抵抗軽量化

呼吸を促す接続

接地からの離脱

外部環境の取り込み ・ プラン

サステナブル

サステナブル

外接室や外接椅子など
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異形葉 （ガガブタ / 水陸両性）

散布開閉システム （カタクリ）

通導気管水中呼吸路 （蓮）

殻斗 （スダジイ）空気の粒子保持 （冠毛状種子）

雨路に寄生する （苔類）

重力散布

房状果苞平面 ( シデ類 )

房状果苞 ( シデ類 )

共生菌の接続関係 （マヤラン - イヌシデ）

減表面積貯水型 （ガガブタ / 陸） 越冬沈水型 （ガガブタ / 水中）

接触助長型花弁 （ホルトノキ） 二花一実 （ツルアリドオシ）

Be Small and Store Water

Water

Air

The Temperature Difference　 ： 　Air 　　>　Water

2 年で開く

二重渦状配列鱗片 （松毬）松毬 B ： 雨を受け流す 松毬 ： 形態変化システム A

Rain

O
utside

Inside

O
utside

Inside

松毬 A ： 空気を引き込む

Sun 吐湿

松毬 ： 形態変化システム B

吸湿

0.3/m/s

1200/rpm

回転飛翔移動 （イタヤ）飛翔移動 （回転翅果ツクバネ）

着陸の形

蒴果

Lotus Effect ( 蓮 )

Petal Effect 

H
HH

H

Wind

wood Bamboo

Max 1200mm/day

垂直流動 ( 少部材化 )

CO2

Heat

Heat
CO2

H20

H20

H20

H20

H20

H20

H20 H20

ポリネーターを形態で誘う

A

B B’

A’

S=137,405 ㎡

29,000￥/ ㎡

5,000￥/ ㎡

開拓地マッピング 未開拓地マッピング

▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

潤沢な土壌貧質な土壌

Phase.１　　0 年 Phase.２　4-5 年 Phase.３　5 年 - Phase.４　-20 年 Phase.５　20 年 - Phase.６　200 年 -

森林

2510 万 ha

国土：3779 万 ha

都市

1267 万 ha

人工林

1035 万 ha

天然林

1338 万 ha

緑地

137 万 ha

2500

（万 ha）

2517 25152527 2526 25082512 2510

2000

1000

0
1966 1971 1981 1995 2002 2007 2012 （年）

793 938 1022 1040 1036 1035 1029

1724 1589 1504 1475 1476 1475 1479

日本の森林率推移

■天然林・緑地
■人工林
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日本の森林蓄積推移

■天然林・緑地
■人工林

森林期20年以降

10年間の移行期間

埋立土エリア

X-Y Close

漏斗形花冠

壷形花冠

鐘形花冠 十文字形花冠

５弁形花冠多弁形花冠

唇形花冠 ( 横 )

杯形花冠

高杯形花冠

蝶形花冠

舌状形花冠

管状形花冠

なでしこ形花冠

薔薇形花冠

有距形花冠

菖蒲形花冠

菫形花冠百合形花冠

蘭形花冠

車形花冠

Z Open

X-Y Open

Z Close

3 葉序

１　花序　

2 花冠

風化しやすい/耐火性に優れる

凝灰質砂岩軽石質凝灰岩 

房州石

R e s e r c h  a n d  P l o t

序 . 収斂進化する建築 - 環境畏敬による適応 -

一． 裸 地 再 生 と 住 宅 地 の 計 画 - 生 態 系 観 点 の 触 媒 関 係 か ら -

二 .採石場跡地 -リ セ ッ ト さ れ た 緑 の生態系 -

三 . 収斂進化 -植 物 の 環 境 順 応 に 学 ぶ -

四 . 敷地の植物相

五 .植物の環境応答能力

六 .植物の環境順応模式図

           

1

3

4

5

6

7

8

A b o u t  A r c h i t e c t u r e  P r o j e c t

植生分布・配置図 /広域俯瞰変遷図

マ ツ カ サ の 台 所

キ ダ チ チ ョ ウ セ ン ア サ ガ オ の 居 間

オ ニ バ ス の 部 屋

カ ン ア オ イ の 風 呂

ナ ツ エ ビ ネ の 衣 装 部 屋

遷 移 す る モ ウ ソ ウ チ ク の 境 界

モ ガ シ の 隠 れ 場

散 古 継 流 の 部 屋

葉 脈 の エ ン ト ラ ン ス

                            

                                   裸地期 -森林期　俯瞰図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P r o l o g u e

9
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13

14
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16
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19

20収斂進化とは、 環境によって生物の身体的特徴が定格化されることである
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吸岩する根

吸形する根

吸形する根

吸着する根

吸岩する根

吸水する根

吸着する根

Rain(Acid)/MeltBamboo/RC Plants/Crack

流水 / 気根によるセメント破壊のプロセス

Acid

Alkaline Moss RootUneven

人の思想によって作られた境界の概念を朽ちさせる

その象徴である塀を自然を以って淘汰される対象として設計することで新たな境界文化を作る

成長速度の速い孟宗竹枠を使いコンクリートを打設することで節による溝を与え、

建築の表面に植物の根や水などの溜まりしろを用意する

さらに錐形の断面を与えることで表面を流れ落ちる雨水の速度を弱め、

雨水に含有される〝酸〟で躯体表面をゆっくりと溶かしていく

荒れたコンクリート表面には、 さらに植物の根の溜まりしろが生まれる

遷移のフェーズを与えて、 根によって建築を朽ちさせる

植生が遷移していくように建築も遷移してゆくのである

30 年をかけてゆっくリと破壊された人工壁にとってかわり木々のレイヤーが境界となる

長い年月のフェイズ変化とともに暮らすことで、 人は境界の絶対性を失っていく

この収斂進化は構造物の持つ “かたちとしての境界” にとって代わる新しい感性を生み出す媒介となる

φ=100-120

φ=80-100

φ=80-100
37

孟宗竹筋コンクリート塀　平面

孟宗竹筋コンクリート塀　断面

孟宗竹筋コンクリート塀　Elevation

孟宗竹筋φ=100-120

16
0

25
0

孟宗竹筋φ=100-120

孟宗竹型枠φ=80-100

φ
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Phase 1-2　-5 年

裸地 ‐ 苔期

都市における土地との接続は敷地という境界によって定義される

裸地では境界の明確な分断が居住の空間を作る

雨水によって表面を剥がされた竹枠 RC 壁には苔が生え始めて地形と同化し始める

アルカリ成分が土壌養分の活性化の手助けをする

Phase 2-3　10-20 年

低層草原期

表面の凹凸が苔類に覆われ、 植物の根によって破壊される

錐型のため、 薄い上部から徐々に雨と根によって崩されていき、 都市機能の一つであった境界は遷移する

境界の隙間は植物と人間が接続される空間となる

資材 ： Bamboo( 孟宗竹 )  φ＝60-200　max H=20000

型枠資材 ：φ＝80-100     H=2500

竹筋資材 ：φ＝100-120    H=2500

Phase 1 裸地境界 Phase 2 植生の発生 Phase 3 壁の遷移

1200 ㎜ /day の驚異的な成長速度を誇る孟宗竹は

裸地に唯一生息する木部を持つ植物であるため、

RC 型枠として組み上げる。

躯体寿命 90 年を誇る RC でも自然の猛威には負ける

雨水と植生根により浸食されていく

流れたアルカリが元地酸性土壌の ph を中和させる

20 年で陽樹林が形成される

構造物の境界は森の境界と入れ替わる

生活は生態系へと浸透していく

Phase 4-5　20 年 -

樹林期

Time

Phase.0 Phase.6

Phase 1 - 0 years old Phase 2 - 5 years old Phase 3 - 10 years old
竹枠による節の凹凸を持ったコンクリートを打設 節の凹部分から苔 ・ 地衣類が発生していく 節から面へと植物の根による浸食がすすむ

孟
宗

竹
筋

孟
宗

竹
型

枠

孟
宗

竹
型

枠

孟
宗

竹
型

枠

孟
宗

竹
型

枠

孟
宗

竹
筋

モウソウチクの塀

- 遷移する境界 -

Max 1200mm/day

成長の効率化吸着気根 無限収束葉序角木部樹皮断裂による防護膜の更新

wood Bamboo

1

2

3

137.5°

モウソウチク スズタケ ウメノキゴケ

孟宗竹枠 RC　H=2000

孟宗竹枠 RC　H=1000-0

スギゴケ /ギンゴケ /スナゴケ

ビロウドシダ /ウメノキゴケなど

孟宗竹枠 RC　H=1800-1400

スギゴケ /ギンゴケ /スナゴケなど

錐型断面

遷移速度 : 速

直方断面

遷移速度 : 遅

H=2000 H=1000-0

ハマキクバゴケ / マツゲゴケ / ハクテンゴケ / ナミガタウメノキゴケ / オワリウメノキゴケ / トゲウメノキゴケ / ウメノキゴケ / キウメノキゴケ / カラクサゴケ / コフキヂリナリア / ムカデコゴケ / トゲヒメゲジゲジゴケコフキゲジゲジゴケ / シラゲムカデゴケ / キウラゲジゲジゴ

ケ / コナアカハラムカデゴケ / コナゴケ / クロボシゴケ / コナカワラゴケ / ヒロハツメゴケモドキ / ウスバカブトゴケ / ヘラガタカブトゴケ / トゲカワホリゴケ / コバノアオキノリ / ヒメトサカゴケ / ヤスデゴケモドキ / コアカミゴケ / ヤリノホゴケ / ヘラゴケ / ハナゴケ / ヤグ

ラゴケ / ヒメレンゴケ / ヒメジョウゴゴケ / トゲシバリ / コガネゴケ / スナゴケ / ダイダイゴケ / ツブダイダイゴケ / アオチャゴケ / モエギイボゴケ / カシゴケ / ニセカシゴケ / セカシゴケ / メカシゴケ / ギンゴケ / メダイゴケ / スキスマトンマ / ダイダイサラゴケヘリトリゴケ / チ

ズゴケ / クロコボシゴケ / ハコネイボゴケ / イワアバタゴケ / シロコナモジゴケ / コモジゴケ / モジゴケ / アミモジゴケ / エダマタモジゴケ / ボンジゴケ / クロモジゴケ / カバイロイワモジゴケ / イソクチナワゴケ / ホソフジゴケ / イワタケ / ヒメイワタケ / ミヤマコゲノリ / オ

ニサネゴケ / サネゴケ / アカメサネゴケ / チチサネゴケ / オオマメゴケ / マメゴケ / ウメボシゴケ / イワウロコゴケ / コナセンニンゴケ / ヒロハセンニンゴケ / センニンゴケ / アカセンニンゴケ / オオセンニンゴケ / クロサビゴケ / ヒノキノアオバゴケ / アオバゴケ

発生が想定される苔類

竹枠 RC の破壊遷移は、 雨水の酸で表面を荒らした後に保水力を持った表面に苔類が発生

遷移しながら表面養分が肥えた後は根の強い植物により徐々に解体されていくプロセスである。

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 塀遷移のディテール

朽ちる竹枠 RC フェイズ6

4 型枠 ・ 詳細図

モガシの隠れ場

- 可視化する経年と風 -

モガシは樹皮と葉に高タンニンの含有構成を持つ樹種である

タンニンは鉄分と結合すると黒色に染め上げる効果を持つ

この隠れ場では肌を撫でる花弁が作る空間で衣服を草木染する

たなびく繊維の壁は今日の風向きを示し、 白色繊維の花弁は植生の遷移とともに森の減退色である黒へと染まる

順応の仕方は空間体験からも起こる必要があると考えた

生態系の頂点に立ち潜む必要がない人間が保護色的に潜むことや埋没することの愉しみは実際に自らが溶け込んでしまうことにある

収斂進化した建築は性能を得ながら暮らしの愉しみを作っていくツールであり、 突発的アナログ回帰とは異なる

Plan 1:200Section 1:200

接触助長繊維φ=１

支持萼柱 Steel φ=60

モガシ樹皮葺

Phase 2  樹皮と花の結合Phase 1 花の色は白 Phase 3  森の闇に潜む

黒に染められた繊維は森の中で減退色となる

空間の視覚的壁面を感知させない空間として境界から離脱する

モガシと同じ白色繊維の仕切りで空間を作る

視覚的断絶とともに裸地との境界を保つ

モガシの樹皮葺きの屋根から伝うタンニン成分が

徐々に白色繊維を黒に染める

森への繊維の中でグラデーションを施していく

Phase 1 White Phase 2 Black

Phase 1 White Phase 2 Black

ＦADE TO BLACK

Elevation 1:200

接触助長型花弁

モガシ

舌状形花冠

イヌザクラ モウセンゴケ

タンニンと鉄分結合による化学式

Black

O

O

O

O

OO

O

O

H
H

H

H

H

Cal

Cal

Cal

Cal

O

O

O

O

O

Fe(Ⅱ)

O
Ｏ₂

HO

Fe(Ⅲ)

1/5 Flower Section  S=1:50 

Phase 1 - White String at Vacant lot Phase 2 -Fade to Black Phase 3 -Black String at Forest
空地に溶け込む白の繊維壁 化学反応で遷移する繊維壁 森に溶け込む黒の繊維壁

屋根

モガシ樹皮葺仕上　t=10 ㎜

防水シート　t=1 ㎜

Sus 板　t=0.3 ㎜

垂木　W=30 ㎜　h=50 ㎜

構造用合板 t=15 ㎜

モガシ材仕上 t=10 ㎜ Phase.0 Phase.6

比熱差風と放射冷却風の影響が顕著な台地に配置

比熱差風

比熱差風

放射冷却風

放射冷却風

モガシ樹皮

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 架構詳細図 4 素材の結合

６ 染色フェイズ

5 図面

カンアオイの風呂 

- 湧水、 雨水、 風洞形態の冷却装置 -

カンアオイ

無弁直萼 壷形花冠

Plan  1:150 

Move 2  湧水で冷却Move 1  形態で加速 Move 3  空間へ引き込む

額で引き込んだ加速した風媒を

湧水に当てて結合させ冷風を作る

内部負圧となった建築空間側に風を引き込む

熱気が上部から出て地表を冷気が這う

萼の形状が表面負圧を作り

地形による “風媒” を加速させて引き込む

Rain

Spring Water

地表結合

萼筒

雄蕊 ・ 雌蕊

寒葵の風洞形態

カンアオイは落葉の下など影環境に芽を出し、 地表付近に花弁を持たない萼のみの花を咲かせる

ここでは天候 / 気候と地表面の流体に萼花で順応している点に着目して設計をした
　

・ 風洞方向となる斜面に軸をとる開口で湧水と大気の動きに順応する萼

・ 天候の中立軸となる南面に軸をとる開口で日照と雨水を利用する萼
　　

この二種類の萼形態を組み合わせ、 水 / 風 / 陽光を結合、 空間の性能化をし花と人の共存する空間を生成する

浴室からの蒸気は太陽光で照らされ揺らぎ、 引き込んだ風を可視化する媒介となる

湧水を引き込み雨を浸透させる機能を持った萼と繋がる “雌蕊雄蕊的な人と花のための空間” が地表の流体と共存する風媒空間を咲かせる

カンアオイに倣う無弁直萼的建築は面上流体を引き込む能力を得る

Section  1:150 

カンアオイ

湧水

16
00

 

浸透壁

遮風壁

風洞

浴槽

落葉の下など影環境に芽を出し、 地表付近に花弁を持たない萼花を咲かせる

浴室からの蒸気が太陽光で照らされ揺らぎを見せる、 引き込んだ風を可視化する媒介となる

風洞・湧水の萼

日照・雨水の萼

湧水
カンアオイ群生地

水路

水路

熱気・湯気

日照・雨水の萼

脱衣所

湧水路

浴槽 湧水

カンアオイ
群生地

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 冷熱分布のディテール

４ 二萼の軸性設定

５ 花と人の分布

７ 図面

南面気候軸

斜面風洞軸

放射冷却風 ・ 湧水

物体は相転移時にエネルギーを放出 ・ 吸収する。

水１CC （１ｇ） が水蒸気になる時、 その奪う熱量は 539ｋcal である。
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地形風による速度分布
湧水と地形風による冷却気温分布

A1

B1

B2

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

廊下

水路

中庭

池

前庭

ダイニング　キッチン

手洗場
風呂

玄関

リビング

リビング

廊下

廊下

縁側

作業場　縁側

茶室

縁側

倉庫

６ 湧水と地形風による冷却効果に関するリサーチ

植物は養分 ・ 水分の吸収と栄養源である太陽へ近づくため、 生存範囲に根を落とす

時に他種を駆逐するためにその範囲を広げるが、 生存範囲を超えるまでの破壊を繰り広げはしない。

その形態は構造と環境的な接続を担う重要な部分であり、 どの植物も基本構造は同様である

しかしその自由度は圧倒的に高く、 現存する幾種かの植物は根を切り離し、 別の媒体に寄生して生きるものもいる

各々が限定された環境の中で自由に豊かに生きようとしたとき最も変化が望まれるのは定着の価値を認めたとき、

あるいはその概念から離脱しようとした時ではないだろうか

様々な順応をしながら地盤に侵入して一体化、 自然界の低下の流れを汲み、 土地との共存性を持っているのである。

収斂進化した建築は基礎から土地との断面的環形について考えている

固定 ・ 平坦化のために行う岩盤の掘削は

土地の表皮を引きはがすこととなる

掘削した岩を内部に取り込み、

地形性を失わないものとする

プリミティヴな吸着 ( アンカー ) 架構は

表土を大きく引きはがすことなく

定着における強度を岩盤質に頼ることで

土地本来の強さを失わないものとする

地形に合わせて上部の形態を変化させ

地形の平坦化を一切行わない架構とする

既存環境に適応する基礎は、

表土環境を建築に持ち込む

若しくは新しい水平性を獲得する

湧水を引き込むシステムを持つ

土地への構造的固定だけでなく

環境的固定性を思考する

湿気面からの弱点である水を

あらかじめ内部へと引き込む

吸形する根

吸岩する根

吸水する根

吸着する根

0

High air pressure

To the Sun

To the Water

Low air pressure

Water flow

Thermal flow

Wind flow

Gravity flow



オニバスの部屋

- 素材の結合 -

78°

South Side North SideWi
nte

r S
un

Sum
mer S

un Bousyu Stone (tuff) 32°

55°

Move 2  蓄熱光合成Move 1  オーキシン開口 Move 3  花へ養分を送り込む

生成された熱は空気と結合して軽量な粒子となり上昇気流を作る

煙突を通して上部の花の空間へと送り込まれる

成長期の葉は太陽光に合わせて傾くように形態を作る

これはオーキシンによって照射逆サイドの成長が加速されるからである

日本の緯経度 ・ 季節の日照角に合わせて形態化する

春分 3/21- 秋分 9/23 区間でのみ日照を房州石に当て、

冬至 12/22 に最大面積を照射されるよう平面配置をとる

夏至 6/22 を挟む対の区間では、 熱を保持しないよう房州石を回避させる

X

x

78°

32°

55°

オニバス センニンモ ガガブタ

Phase 2  房州石の蓄熱Phase 1  岩盤に根を落とす Phase 3　水性保護膜層の完成

水位上昇前に岩盤にあらかじめ基礎杭を埋め込み、

造成時に砕いた岩で内部に微地形を形成することで、

内部空間へ Ambient な土着性を生成する

比熱の低い房州石は日中蓄えた熱を夜間にゆっくりと解放する

石という土地の力を最大に生かす。

植生の遷移によって水位上昇は一定値で停止する

水が断熱保護膜となり空間内部の熱損失を低減し、

湖という土地の力を最大に生かす。

房州石材の耐火床下収納

冬至正午には床面房州石材 100％に直射する

Phase.2-3 苔 ・ シダ期 - 草原期　-5 年

Phase.4-6 草原 ・ 森林期　10-15 年

Lotus Effect ( 蓮 ) 水生植物による保護膜層の水代替

H20

H20

H20

H20

H20

H20

H20 H20

Leaf A

Auxin

Auxin G
row

 by Leaf A

G
row

 by Leaf B

Leaf B

効率よく太陽方向に傾けるため
対の流れを加速させる

Plan 1:200

Section  1:200 

Lotus Effect( 保持 )
Lotus Effect( 光合成 )

水生保護膜層

唐桟織布

房州石

供熱茎

供熱開口

冷却湧水路

Phase 1 - Summer Phase 2 - Spring/Autum Phase 3 - Winter

木部のみ日照し蓄熱されにくく、 涼しい気候環境となる 房州石材部の 30 ～ 60％が日照を受ける
房州石材部の 70 ～ 90％が日照を受ける

蓄熱した日照で保温する

Section  1:200 

アクセス ・ シャフト

植物にとって生存環境のエネルギーを最大限吸収することは使命である

エネルギーの根源である太陽の力から周囲の素材の保温機能まで

あらゆる特性を吸収 ・ 利用している

水生植物が干ばつで絶命するのは外皮＋水で細胞機構が完成するためである

外皮膜を作るエネルギーを繁茂に当て、

周囲の素材である水を自らへと結合して有効活用している

オニバスは太陽光とエネルギー保持に水面でのみの大面積を解答とし、

ガガブタは越冬時には水面下の葉のみを使い最低限の光合成変換を行い、

春から秋の間は水面まで葉を出すなど防護コストとの調整を目に見える形で行っている

この部屋は保水力を失った土壌によって水位上昇する敷地中央の湖部に設計する

ここでは植生の遷移とともに土地の土壌が肥えて

保水力を得るまでの間の水位上昇に伴い自然の力を得ることで

その機構の大きな可能性を暮らしへと引き込む

　 ・ 太陽エネルギーを房州石材へ結合して保持する

　 ・ 季節に合わせて調合量を調整する開口

　 ・ 水位上昇に伴い保温性能を得る

水生植物の植物の環境順応の仕組みを元に素材を決定し、 収斂進化させていった

都市における膨大な二次エネルギーから離脱、

自然の素材を調合し、 生態系へ接続されることを考えた

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 内観パース

4 素材の結合

6 日照フェイズ

5 図面

夜間の風洞形態雨を受け流す形態 水切りの繊維方向高杯形花冠

キダチチョウセンアサガオ スノキリョウブ キヨスミギボウシホタルブクロ

Plan 1:200Elevation 1:200

Section 1:200

Phase 1 - Fiber of Flower Phase 2 -When The Rain Phase 3 -With Dead Leaf
花の繊維方向と一致したマテリアルを与える 雨天時は速度で雨処理をする仕組み 落葉を纏える樋詰まりのない外皮

花の役割は子孫を次世代に繋ぐため “雄蕊 ・ 雌蕊” を守ることにある

花粉の喪失を防ぐ “かさ” である花弁は受粉を誘発させる役割も担う

夜間開花の高杯型花冠種は気候上の特性から内部へと空気を流入させること、

Z 軸への高さから外部の物理的流体を受け流すことに長けた形態を持っている

これに倣い花の繊維を利用した表面操作と内部熱を花粉に見立てコントロールする蓄熱 ・ 放熱するシステムを組む

その過程で下方開花型の構造に着目し、 構造的な形態保持と流体コントロールシステムに倣う収斂進化の対象とした

キダチチョウセンアサガオの居間 

- 天候と地形への浸透 -

Act 2  貯蓄する花Act 1  カサとなる花 Act 3  放出する花

中央で発生した熱は花の形態で損失を守ることができる

中央にモルタル塗り煙筒を設置し、 雌蕊雄蕊のように熱を作り留める仕組みとする
内部に溜まった余分な熱は二重フラップから解放することができる

雨を受け流す形態をとる

気候に対して防御態勢を取りつつも、 ポリネータに対しては開き、

さらに夜間の下降気流を引き込む形態である

花の繊維方向と一致、速度で雨処理する

夜間の風洞形態　放射冷却を引き込む

煙筒支持部材

さす構造結合梁

自重プレストレス

引張

圧縮

・ 放射冷却下降気流による内部からの風圧力によるねじれ

・ 斜面による荷重の非均等分布から発生するスラスト力

・ 面接合部の張弦梁に掛かる回転力

さす構造束ケーブル引張材

鋼煙筒モルタル塗り

さす張弦梁

ピン

基礎

暖炉

斜面に転がるクッション蓄熱するモルタル仕上げ煙筒

開口部

開口部

傾斜方向に平行をとる板張床仕上

モルタル塗鋼煙筒で張弦梁の束部材を下向きに引っ張り

前二種を鉛直荷重に変換。 張弦梁に掛かる回転力は、

“さす構造束部材” と“モルタル塗鋼煙筒支持梁部材”

で結合することで組まれた後に発生する自重プレストレスを

与えること、 また湾曲集成材等の工業製品の強度担保

なしで上記三弱点への解答とする構造計画とした。

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 内観パース

4 架構形式図

6 植物的外皮フェイズ

5 図面

マツカサの台所 

- 呼吸する空間 -

マツカサは螺旋状の総状花序である

マツの種子は成熟に 2 年を要するため環境に順応し開閉する防護構造が必要だった

マツカサと聞いて馴染みのあるものは、

晴れた日の散歩で足元に見かける鱗片 (Ramentum) の開いた状態のものだろう

マツカサの環境順応は吸湿性の異なる内皮と外皮で鱗片を構成し、

開閉システムを用いてその形態を変化させるものである

・乾燥期には開放して花粉や種を飛ばして自身の種族を繁茂させる

・多湿期には閉鎖して吸湿することで雨などから花粉 / 種子のロス低減

というものである

雨の日に森を歩けば閉じたマツカサを拾えるはずだ

マツカサの持つ開閉の環境順応システムを持った建築を考えたい

生態系に帰属するためには、

生活が作り出す環境への影響力を日常的に認知しなくてはならない

定期的に開閉性を必要とする空間であり、

人の手によって変わる環境と自然環境を同列に映し出す鏡のような空間

日照と内部熱で開閉し、 それを拡散する Metal Ramentum の台所と、

雨で閉鱗保護する Wooden Ramentum の食料保存庫を考えた

 Type A　Metal Ramentum Type B　Wooden Ramentum 

Close : RainOpen : Heating By 

Plan 1:100

Section 1:20
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Elevation 1:100

Mode #1-1 Open for Air Mode #2 CloseMode #1-2 Open for Light

Move 2  内部熱拡散型開口

Move 1  日照射型開口 Move 3  冷却防止型閉口

鱗片のシェルタは内部空間の冷却を感知し上部から閉口、

建築内部に熱を閉じ込める形態をとる

鱗片のシェルタは太陽光によって照射されたサイドを開放し、

建築内部に間接光を送り込む形態を作る

鱗片のシェルタは内部空間で発生する熱を感知し上部から開放、

建築内部から余計な熱を放出する形態をとる

Metal Ramentum

Move 2  雨天閉口

Move 1  乾燥開口 Move 3  吸湿閉口

鱗片のシェルタは外部空間の冷却を感知し上部から閉口、

建築内部に熱を閉じ込める形態をとる

鱗片のシェルタは乾燥によって開放され、

建築内部に間接光を送り込む形態を作る

鱗片のシェルタは内部空間で発生する熱を感知し上部から開放、

建築内部から余計な熱を放出する形態をとる

Wooden Ramentum

Mode #1 Open

Mode #2 Close

Metal Ramentum

Metal Ramentum

雨を受け流す 形態変化システム

Rain

O
utside

Inside

O
utside

Inside

空気を引き込む

Sun 吐湿

形態変化システム

吸湿

モミ アカマツヒメコマツ

熱気で開閉し、吐熱する

銅板仕上t=1㎜
極軟鋼材　t=15㎜ C: 0.08%～0.12%
追従目地材二面接着　WJ　SR-1
特別極軟鋼材t=10㎜  C: 0.08%以下
 

蛇籠
（亜鉛めっき鉄線-JIS G 3547）

三和土 t=30
（関東ローム赤土）

孟宗竹　50φ

房州石材

可
動

域

可動域が存在するため螺旋状に昇り梁の配された構造計画

架構示力図

端部鱗片は地面まで降りてスラストに抵抗する

Section 1:100

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 外観パース

4 マツカサ機能図

5 架構詳細図

6 図面

About Architecture Project

採 石 場 跡 地 に 計 画 す る 新 し い 住 宅 地 に お い て 、 一 世 帯 の 住 居 空 間 を 設 計 し た 。

右 記 の 八 + 一 種 、 計 九 種 類 の 植 物 に 倣 い 収 斂 進 化 し た 建 築 構 造 物 で あ る 。

各 空 間 は 対 象 と し た 植 物 の 生 息 環 境 と 花 序 の 概 念 か ら エ ネ ル ギ ー / 素 材 / 生 活 動 作  の 配 列 を 構 成 し て い る 。

遷 移 前 の 境 界 は 葉 序 の 概 念 か ら パ ー ソ ナ ル の 居 住 エ リ ア を 囲 い 取 る よ う に 構 成 し て い る 。

こ の 敷 地 で は 地 盤 保 水 力 が な い 状 態 か ら 設 計 を 始 め る 。

水 位 は 計 画 当 初 の 現 段 階 か ら さ ら に 約 8 m の 上 昇 を す る た め 湖 の 面 積 は 拡 大 さ れ る 。

そ の た め 右 図 の よ う に 、 一 部 は 水 没 す る こ と を 前 提 に 設 計 す る 。

敷 地 形 状 の リ サ ー チ か ら 上 昇 下 降 気 流 が 日 照 に よ っ て 発 生 す る 点 、

ま た 周 辺 状 況 と 土 質 か ら も 湧 水 が 豊 か な 状 態 を 期 待 で き る 点 な ど を 考 慮 し 、

植 生 の 遷 移 に 合 わ せ 、 森 の 機 能 が 建 築 の 失 う 性 能 を 担 保 す る よ う に 設 計 し た 。

Phase.3-6 遷移後広域俯瞰図

広域俯瞰変遷図植生分布・配置図

1．マツカサの台所

2．キダチチョウセンアサガオの居間

3．オニバスの部屋

4．カンアオイの風呂

5．ナツエビネの衣装部屋

6．モウソウチクの境界

7．モガシの隠れ場

8．コブシの燃料庫

9．葉脈のエントランス

Phase.0-2 遷移前広域俯瞰図



葉脈の玄関口

- 交差し、 生態系に結合する -

すべての植物から

呼吸を促す接続 空隙の海綿体組織 直進と屈折の二層構造

Move 3Move 2Move 1 分断を接続するエネルギー層を通り抜けて変換されるエネルギー跳ね返されて内部滞留するエネルギー

City IN Nature
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Section Forest Side 1:150

房州石 300-400

Section 1:100

房州石材切出

Plan 1:150

City Side Forest Side 

City Side
Forest Side

Section City Side 1:150
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房州石積
湧水と雨水の氷柱

降り注ぐ光

蓄積した土に根を落とす植物と水生苔類 ・ シダ類

植物の生存ツールである葉の微細断面を拡大すると、 養分、 水分など移管束帯の流れの軸をとった実に合理的な形態操作を窺うことができる

いかに合理的なシステムで自然の流れを “受け流す” か？　流れを取り扱うシステムは常にフラクタル的に成立している

生態系の流れの中では人も植物も建築も微細な粒子に過ぎなく、 森に接続されるのはそれと対峙した後の世界である

都市において思惑通り動かしていた力の方向を向いてきた前 8 空間であったが、

このエントランスではその力と真っ向からぶつかることで自然エネルギーの強大さを体感することがコンセプトである

房州石材をワイヤメッシュで固定しただけのこのトンネル空間は、 仮装生態系である都市との重要な結節点となる。

都市は球体だ。 あらゆる流れを分断して生態系から離脱している。

ここはその中間の領域であり、 あらゆる物質と交差するための空間である。

衝突するエネルギーすべては経年とともに植物を育成する。

雨水、 湧水により流出した表土が房州石間に蓄積し、 植物の生存する環境を作る。

湧水 ・ 雨水 ・ 砂 ・ 土 ・ 風 ・ 種

日照 ・ 雨水 ・ 砂 ・ 風 ・ 種

湧水 ・ 砂 ・ 土 ・ 風 ・ 種

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

3 内観パース

4 流れとの対峙

5 図面

ナツエビネの衣装部屋

- 香着 交感 孔空間 -

Phase 3-4 草原期　樹下の花ナツエビネは建築の影下にのみ咲く Phase 5-6 森林期　

ナツエビネ

葉脈による架構システム

植物にとってポリネーター （花粉輸送者） との共生関係を伝承することは “生存” に直結する

ナツエビネは蜂に花粉を着せる花冠形態で繁茂のシステムを構築している

これに倣い収斂進化する建築は着飾る “文化” を伝承する空間として生成される

ナツエビネの花冠形態を分析しポリネーターとの共生手法を人間側へ順応する建築を考える

人間を取り巻く環境 （Ambient） には人間そのものが含まれる

香りを纏い儚い花への美しさへと暮らしを投影することは、 伝承の美学へとなりうるのだろうか、

文化においての衰退は環境によって繰り返し起こるように伝承もまた、 暮らしの環境が作るものである、 土に降り積もる文化の密度だけがそれを教えてくれる

有距形花冠 ポリネーターを形態で誘う

Plan  1:100 

Act 2  距で誘うAct 1  形態で誘う Act 3  纏わせる

距 （香 ・ 蜜腺） で明確な位置へとポリネーターを誘い出すように

天開口からナツエビネの香りが部屋へと引き込まれる

ナツエビネの畑にあたかも立っているかのように偏光フィルムで写す

生命の香りと空間への浸透が纏う行為を彩る

最西部に配置され朝日が落ちる空間

着替えという一日の始まりの行為を空間が軽やかに魅せる

Section  1:100 

花冠傾斜

距窓 （呼吸）

距窓 （虚）

ナツエビネ

Attract Attractナツエビネ　（Calanthe puberula） 
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W
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d
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se

W
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斜面に適応する脚柱

ナツエビネの香り

ポリネータに対する傾斜角 ： 52°

花弁長 ： 16 ㎜

距長 ： 8 ㎜

偏光フィルム

ドレスアップは花畑に投影される

Phase.0 Phase.6

Elevation 1:100

遷移フェイズとともに奥が森の暗部になると偏光フィルム張りのガラスはミラー化される

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

4 斜面との関係

3 花冠の形態分析

7 環境変化に合わせ遷移するシェイドプランツのナツエビネ

５ 図面

6 偏光フィルムによる投影変遷

コブシの燃料庫

- 散枯継流の空間 -

Phase 3 　減少の空間 Phase 2  資材のキャノピーPhase 1  樹下空間のフレーム

冬季には利用された燃料の減少が視覚化されると同時に

積層高さが減り直射日光を得る空間となる

夏季に燃料 ・ 建材となる資材を貯蓄する

積層された断面に空間が現れる

燃料の内部に人の空間を作るため

あらかじめ外形フレームのみ組む

Summer

Storage

Winter

Used Storage

Summer mode. Spring/Autum mode. Winter mode.

EV 1:150  Summer mode.

2nd Summer

Spring 60days Summer 3rd Summer

700 ㎜

1250 ㎜

2500 ㎜

4000 ㎜

5000 ㎜

EV 1:150  Winter mode.

生産と消費 線密度キャノピー 外部環境に有効な
保護形状配列

枯継 - 素材継承

ethylene-C2H4

Core

Hard Ambience

コブシ モウソウチク アサダ アオハダ

竹材ストック

Plan 1:150

18
00

散りゆく葉、 枯れゆく花、 肥えた土壌を、 土地に集めた養分の豊かさを次の世代へ継いでいくという流れ、 植物不動性から生まれたシステムである

植物が落葉し、 次世代の発芽に日照を与えるように、 ここでは資材を集めて利用するときにその量が空間として生活に直結して見えることを考えた

暮らしとはすべて地球とのエネルギーのやりとりであり、 これを空間化するにあたり複数の植物の能力を統合し空間化に利用している

葉や花、 植物の “資材” である彼らは生きるための役割を果たしたあと、 土へ散り還ってゆき、 再び根から吸収されるそして再び次の世代へのエネルギーとなり接続される

人の手が介在して建築は生態系帰属への収斂進化をはじめる。 　エネルギーが生活に直結して空間化されることに帰属する暮らしの真意性を考えた

25
00

2800

屋根

対候性防水塗膜 t=0.3mm 

構造用合板 t=20 ㎜

防水シート　t=1 ㎜

竹梁　@300 φ=100mm

遷移しない竹枠 RC 壁　- 屋根架構

燃料は竹林から補給

マツカサとの広場に面した憩い空間

燃料と料理の行き来

壁

孟宗竹枠コンクリート t=160 ㎜

森とマツカサの台所との関係性

1 植物式環境順応模式図 2 収斂進化ダイアグラム

4 自己再生 （生産と消費） のダイアグラム

３ 材料 - 成長速度としての竹 -

6 内観フェイズ

5 図面

Phase.5- 6 森林期 20年 -

土地の栄養価が肥えたら農地にする

燃えると火力の強い竹は燃料

竹の境界が遷移すると

敷地は消え、影地は広場になる

湧水は生活用の小川となる

森のレイヤが隣居との境界的距離を作り出す

収斂進化した建築は森の機能を手に入れる

Phase.0- 1 裸地期 0-5 年

Prologue

日 常 の イ デ オ ロ ギ ー へ の 強 迫 観 念 、

ボ タ ン 一 つ で 動 く 世 界 や 永 続 の 科 学 に は う ん ざ り し て い た 。

危 機 感 の な い 無 意 味 な 会 話 に 、 未 来 に は 薄 れ ゆ く 暮 ら し の 文 化

そ れ を 繋 ぎ と め て い る の は 科 学 で は な く

場 所 の 真 意 性 、 自 然 が 紡 ぎ だ す 力 や 美 し さ だ と 考 え る よ う に な っ た 。

設 計 に あ た り 日 本 中 の イ ン フ ラ 未 開 拓 エ リ ア を 旅 し た 。

高 度 3 5 0 0 ｍ の 富 士 山 、 荒 廃 し た 4 0 0 ｍ の 砂 浜 、 湧 水 だ け が 空 調 器 具 の 家 、

知 ら な い 街 、 知 ら な い 島 、 地 表 を 剥 が さ れ て リ セ ッ ト さ れ た 生 態 系 、

科 学 の 救 い が な い 厳 し い 環 境 に 身 を 置 く こ と

大 学 の 日 常 で 培 っ た 体 験 は 、 “ 建 築 は も っ と 美 し い 場 所 へ 到 達 で き る ” と 言 っ た 。

生 態 系 に 接 続 さ れ る こ と の 真 の 美 し さ

植 物 の 真 の 美 し さ は そ の 仕 組 み に あ る 。

1 9 9 6 年 、 祖 父 は 植 物 と 対 話 し て い た 。

大 き な 庭 に 5 0 0 種 類 近 く の 植 物 を 育 て て い た 。

口 数 の 少 な い 祖 父 は 幼 少 の 私 に そ の 仕 組 み の 美 し さ を 使 っ て 対 話 し て く れ た 。

私 の 植 物 と の ル ー ツ は 、 対 話 だ っ た 。

こ の 設 計 を 通 し て 伝 え た い こ と は 、

自 分 を 取 り 巻 く 環 境 を 理 解 し て ほ ん の 少 し だ け そ の 仕 組 み を 、 自 分 を 理 解 す る こ と 。

建 築 は 抑 制 の 科 学 か ら 離 脱 す る こ と で 、 住 ま い 手 は 自 分 を 理 解 す る こ と で 、

日 常 は も っ と 美 し い 文 化 に な れ る は ず な の で あ る 。

こ れ は す べ て の は じ ま り ( プ ロ ロ ー グ ) で あ る 。

明 日 を 生 き 抜 く た め に 　 何 か を 捨 て な く て い い 。

建 築 も 人 も 収 斂 進 化 し て い け ば い い 。

収 斂 進 化 す る 建 築


